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京
大
人
文
科
研
で

夏
期

公
開
講
座
開
く

八
月
一円
から
三
臼ま
で、
各
日
午
前

九
時
ー
十
二時
、
京
大
人
文
科
学
研
究

所
本
館講
堂
に
て。
演
題
と
講
師
は
、

一日
ロ
ソク
「改
治
論
」
樋
口
謹
一氏

福
沢諭
吉
「文
明論
之
概
略
」
引
上
清

氏
二
日
ル
ソi
「社
会
契
約
論
」
河
野

健
二氏
、
申
汗兆
民
「一.一酔
人
経
輪
問

答
」
飛
弓井
雅
迫
氏
三
日
ワ、ル
ク
ス
「

ト
イ
ツ
・イ
デ
オ
ロギ
i
」
上
山
容
平

氏
、
片
山
潜
「H
本
の
労
働
運
動
」
渡

邦
徹
氏

再
統
一を
期
待
さ
れ
て
い
た第
十
九
回
全
学
巡
犬
会
は
、
結
局
紳
学
同
、
社
占
同
な
ど他
のす
ぺ
て
の流
派
が
参
加
し
な
い
ま
ま
、
〃中
執
派
〃
(マ

ル
学
同
)
が
中独
で、
七十
八
大
学
、
百
二
十
五
口
治
会
、
代
議
員
二
初
=
十
名
(大会
実
行
委
の発
表
に
よ
る
)
を
集
め
て
、
十
四
H
か
ら
十
七
貝

ま
で
の
四
H
閥
、
爬
京板
粧
区民
会
館
に
お
い
て
開
か
れ
た
。

三度びマル同単独で

　 す

べ

て

マ
ル
同

一
色
で

激
烈
な
三
派
連
合
批
判

ラ
　
目
は
、
午
後
一時
半
大会
丈

一
日
行
委
員
長併
藤
樽
記次
長
の

く
く
開
会
官
言
の
の
ち
、議
長団

に
長
谷
川
(早
大
)
、城
(法
大
)
、

堀
山
(九
大
)
の
三
君
を
選出
、
た
だ

ち
に
議
事
に
入
り
、
国
際
部
の特
別
報

告
、
総
括
提
案
、
さ
ら
に地
万
報
ハロに

移
っ
て
、
北海
道学
迎
か
ら
三
諏
大
ま

で
、
約
.∴分
の
一の報
弘
が
行
な
わ
れ

た
。
まず
国
際
部
が
立
って
、
バ
ー
ト

ラ
ン
ド
・ラ
ソ
セル
を
中
心
と
す
る
英

国
百
人委
員
会
の
図
際
部
長
と
西
独
社

会
主義
ト
イ
ッ
学
竺
同
盟
か
ら
、
全
学

述
提案
の反
戦
イ
ン
タ
ー
紬
成
を
支
持

す
る来
ハ
のあ
った
こ
と
を
報
告
し
た

つ
づ
い
て、
根
本
委
員
長
が
約
四
時

聞
にわ
た
っ
て総
括
提
案
を
行
な
っ

た
。

総
括
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
布
共

同
時
マル
学
同
の
反
帝
反
ス
タ
路
線

に
よ
って
つ
ら
ぬ
か
れ
い
そ
こ
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
反
戦
闘
争
、
具
体
釣

な
行
動
と
し
て
の
米
ソ
核
実
験
反
対

闘
争
と
、
参
院
選
挙
闘
争
の
戊
果と

教
訓
と
い
う
形
で
進
め
ら
れた
。

会
場
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、評
議
員
、
共

同
テ
ス
ク
を
置
い
た再
建
全
学
新
な
ど

す
べ
て
マ
ル学
同
一色
で塗
り
つぶ
さ

れ
、根
本
委
員
長
の長
時
間
に
わ
た
る

か
な
り激
烈
な原
水
協
、
一二派
連
合
批

判
にも
か
か
わ
ら
ず
、
例
年
と
は
異
っ

て間
の
び
の
し
た
静
か
な
大
会
に
な
っ

た
。

次
い
で
地
方
報告
に
移
り
、北
海
通

学
連
を
皮
切
り
に秋
田
大
、埼
玉
大

横
浜
国
大
、静
岡
大、
愛
知
県
学
迷

三承
大
が報
告
を行
な
っ
て第
㎜日

を
終
了
した
。

な
お
、
こ
の
日
、
関
西
派
系
の
、大
阪

経
済
大
..
立
命
大
経
済
目
治会
など
約

五
十
名
が
余
場
前
に来
て
入場
を
襲求

し
た
が
、中
執
派
が、
分
裂
屑
動
の
自

己
批判
と滞
納
加
盟
費
の
即
時
納
入
を

条
件
と
し
た
た
め
、
会
場
横
で
約
一時

間
に
わ
た
って
集
会
を
持
っ
た
。
そ
の

後
再
度
入
場
を
敬
求
し
た
が
入
口
で
申

執
派
警
備
貝
に
阻
止
さ
れ
、
つ
い
に
入

場
を
あ
き
ら
め
て
引
き揚
げた
。

難

闘
争
の
低
迷
目
立
つ

単
純
な
自
己
批
判

に
終
始

⊃

　

日
は
、
昨
日
に
引
き
つ
づ

二

日

い
て
地
方
報
-ー目を
行
な

　

く

い
、
次
い
で
総
括
討論
に

入
った
。

こ
の
H
の
地
方
報
告
は〔
金
沢
大
、

奈
良
女
子
大
、窃
山
大
、
京
大
、
大

阪
巾
大
、広
馬
大
、
九
州
学
連
、,鹿

児
島
大
、
東
京
都
学
連
、
束
火
教
養

が
行
な
った
。

二
日間
にわ
た
っ
て続
け
ら
れ
た
地
方

報
告
は
、
中
央と
理
論
的
に
か
な
り
の

苑
が
あ
る
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
た

と
い
え
よ
う
。

報
店
者
が
す
べ
て
一貫
し
て
述
べ
た
の

は
、
反
戦
闘
争
、
選
挙
闘
争
の
意
義
を

把
桝
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
った
、
と

い
う
点
で
あ
った
。
マル
学
同
の
活
動

の
根
幹
、
あ
る
い
は
す
べ
て
で
あ
つ
ど
な
って
い
った
と
い
題

つ・

た
こ
れ
ら
の
闘
争
に
つ
い
て
、
地
方

報
仏
は
、
別
個
の
闘
争
で
は
な
い
と
指

摘
は
す
る
が
、
現
実
に
は
別
個
の
も
の

と
し
て
把
握
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
小
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
単
純
に
「闘
争
の

意
義
を
把
掘
で
き
な
か
っ
た
」
「
六衆

闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
え
な
か
っ
た
」

と
い
う
形
で
の
目
己批
判
が
な
さ
れ
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。巾
央
の
激列
な
総

括
提
案
と
こ
れ
ら
地
方
の
低
次
な
報

告
、総
括
と
の習
が
解
明
に
浮
き
彫
り

に
され
る中
で、
大
衆
闘
争
と
し
て
有

効
に取
り
組
み
え
な
い
弱
さ
が
明
ら
か

}

}次
い
で
総
括
謡

に
移
り
、
地方
霧

で申
執
派
にと
っ
て
は
き
わめ
てナ
ン

セ
ン
スな
報
告
し
か
な
し
え
な
か
っ

た
、
九
州
大
、
京
大
、
名
古
屋
大
、
大

阪
市
大
な
ど
を
申
心
に
討
鍮
が
進
め
ら

れ
た
。

な
お
、
こ
の
日
、
混
乱
し
た
六
二
五

の
一周
年
記
念
集
会
に
関
し
て
、
六
・

一五
被
告
朗
の
北
小
路
敏
氏
、
根
本
凌

員
畏
な
ど
が
「反
戦
闘
蟄
を
闘
っ
て
き

た
立
場
で
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
と
の
決
定

的
な
酬
い
と
し
て
六
・
一五
集
会
に
臨

ん
だ
」
と
の
見解
表
明
を行
な
った
。

ラ
　

三
日

く
く

反
ス

タ
路

線

の
徹

底

化

目
は
、
前
臼
か
ら
引
き
続

き
地
方
報
告
に
表
わ
れ

た
問
題
点
を
迫
求
し
て

い
く中
で総
括
討
論
を
行
な
い
、
中
執

提
案
を
、
賛
成
二
百
十
五
、
反
対
零
、

保
留
二
で
可決
した
。
つづ
い
て、
小

野
田
番
記
長
が情
勢
報
告、
根
本
委
員

長
が仔
務
・方
針
提
案
を
行
な
った
。

こ
の
日
の総
括
討
論
では
、
冒
頭に

佐
藤
書
記
次
長か
ら
、
前
昌ま
で
の

地
方
報
弘
、
附
論
が
煎
線
的
な
目
己

批
判
と
他
派
攻
繋
に終
っ
て
い
た
こ

と
に
対
し
て
、
討
論
に
㎎
確
な
方
向

性
を
与
え
る
た
め
に
東
大
教
養
の
成

果
と
名
古
屋
大、
九
州
大
、
京
大
な
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ル
三

派

も

統

一
で
き
ず

社
青
同
"共
闘
会
議
"
を
提
案

的
規
模
で
ー
と
い
う
声
が
起
っ
て
か
ら

各
地
蓼

巡
岬
御
で
共
闘
組
織
縄
成
の

動
き
が
活
発
で
あ
っ
た
が
、
七
月
十
二

臼
か
ら
一.一H
問
、
社
会
主
義
学
生
同盟

牡
会
キ
義
霞
什
同
盟
、
構
造
改
革派
な

ど
が
集
ま
って
、
大
讐
法
阻
」
の
ため

の
全
国
目
治
会
代
衷
岩
会
議
を塾
示
で

行
な
った
。
こ
れ
は
、
す
で
に
七月
二

日
に
一度
開
催
さ
れ
て
い
た
全
目代
の

二
度
劇
の
も
の
で
、
秋
の闘
争
に関
し

て
何
ら
か
の
一致
点
を
見
い出
そ
う
と

李

嘉

制
度
養

対
闘
争
藷

」。
た
の
で
あ
。た
が
、
各
派
間
の
お
り

訴
三
派
統

一
大
会

を
要
求

制学
同
、
お
庁
同
、
柵
改
の
三
派
四
十

四大
学
ゴ
十
一自
治
会
か
ら
ち
る
大
学

管
郵
制
度
改
懸
反
対
今
国
ウ
r
超
闘
会

議
準
備
会
は
、
ま
る
三
日
に
万統
一全

¥
連
大
会
"
に
岡
け
て
四
つ
の
葬
獅
ー

ー
①
規
約
を
完
傘
に
遵
守
し
実
施
し
、

加
盟
n
治
会
の
至
て
を
無
条
掴
で
入
会

に
参
加
さ
せ
る
こ
と
②
現
中
執
委
の
汰

会
招
鮒
精
は
謝
め
る
が
、
代
議
員
糀
は

な
い
も
の
と
す
る
③
資
格
箒
査委
、議

運
委
な
ど
の
構
成
は
公
平
、
民
主
的
に

行
う
こ
と
④
大
会
の
民
よ
的な
運嘗
を

保
障
し
、
暴
刀
等
を
行
使
し
な
い
こ
と
一ら
な
い
。

を
約
束
す
る
こ
と
ー
ー
を
中
執
派
(マ

ル
学
同
)
に
申
入
れ
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
中
執
派
は
七
H
に
次
の
よう
な

七
項
日
に
わ
た
る
再
質
問
を
寄
せた

が
、
.一派
州
は
、
申
入
れ
が押
否
され

た
も
の
と
11
断
、
両
者
の交
渉
は途
絶

え
て
し
ま
っ
た
。

①
(〃H
本
帝
国
㌃義
は体
制
の再
編

強
化
と
権
力
の
飛踊
を
必
嬰
と
し
て
い

る
"
と
い
う
閉
入
欝
の
」文
に
つ
い

て
)
「輸
刀
の
飛㎜
」の
意
味
が
わ
か

②
「臼
本
の
学
生
運動
が
頁
に
一致
団

瓢
し
得
な
い
状
況
を残
倉
に
剋
う
」
と

あ
る
が
、
分裂
の
原因
と
貨
仔
を
ど
う

考
え
る
か
。全
白
連
は
分
難

織
で
は

な
か
っ
た
の
か。
あ
ま
の
に
も
欺
鵬
的

肴
辞
で
はな
いか
。

③
巾入
終
の②
は
規
約
遡
反
で
は
な
い

か。
ど
う
し
て
現
中
執
の
糀
利
停
コ
を

行
な
っ允
の
か
。

④
「暴
力
を
行
使
し
な
い
」
と
あ
る
が

十
七
回
大
会
に
お
け
る
つ
る
や
派
の
会

場
占
拠
と
い
う
暴力
的
大
会
破
壊
の
行

為
を
ど
う
考
え
るか
。

⑤
四
十
四
大学
貞十
一自
治
会
の
内
容

を
明
ら
か
に
され
た
い。

⑥
「統
一成
ら
ぬ場
合
は
共
闘
会
議
だ

け
で
も
(大
管
法
闘
争
で
)
統
一す
べ

く
…
三」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
七
・五
の

共
闘
会
議
に雰
加
し
な
か
った
の
か
。

これ
は
三十
一中
委
で
決
定
、
呼
び
か

け
た
も
の
で、
貴
臼
治
会
も
珍
加
す
べ

き
であ
った
は
ず
。

⑦
卸
式
な
文
轡
の
場
A口は
印
鑑
を
捺
印

す
べき
で
は
な
い
か
。

あ
い
が
っ
か
ず
物
別
れ
に
終
っ
た
。

こ
の
会
鵠
に
は
尿
都
府
学
連
など
、
十

四
H
か
ら
の
第
十
九
回
全学
連定
期大

会
に
む
け
て
、
貝
体的
に対
案
を
準
備

し
て
き
た
組
と
、
最初
から
全
学
連
大

会
不
参
加
の
態農
を
と
っ
てい
た
社
膏

同
、
欄
改
派
な
ど
の閥
です
でに
分
裂

の
き
ざ
し
は
あ
った
が
、
と
にか
く
、

第
一日
員
(十
二
日)
は
赤
坂
公
会
堂

に
約
四百
人
の
各
目治
会
代
表
を
集
め

て行
な
われ
た
。

会
議
の荊
に、
七
月
二
璃
に
既
に
決

定
され
てい
た
十
三
の
運
営
校
に
よ

る
運
営
枚
会
議
が
開
か
れ
た
。
し
か

し
、
会
議
9
頭
に
東
大
教
養
学
部
委

員
長
。汀
団
五
月
需
が
そ
の
前
に
会

議
の
趣
旨
な
ど
を
演
説
し
出
し
た
の

で
一時
会
場
は
騒
然
と
し
た
が
、
運

鴬
教
会
議
が
選
出
し
た
議
長
が
躍
長

席
に
著
席
し
て
与
後
二
時
無
事
開
会

と
な
った
。
議
題
は
四
月
以
来
の
学

生
運
動
の
〃総
括
"
で
、
各
六
学
の

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
基
調
報
仏
を
行
な

った
。
三
派
と
い
う
特
辣
な
状
況
の

た
め
か
野
次
の
応
酬
が
激
し
く
、
早

眠読
鴇
難
礫
解
;

す
る
社
皆
同
の
諮
霜
ら
と
の
対
立
が

目
立
ち
、
遂
に
同
派
の
退
場
で
鎗
一

日
目
は
幕
葱
閉
じ
た
。

〃共
闘
会
議
"
の
聞
題
は
四
分
五
裂
の

現
在
の
学
生
運
動
で
は
大
管
法
はた
た

か
え
な
い
か
ら
、何
らか
の共
闘
組
繊

を
作
る
べ
き
だ
と
す
る
社
青間
と
そ
の

原則
に
は
蕊
本的
に
は賛
成
であ
る
が

〃共
闘
会議
"
は
明
ら
か
に
全
学
連

(現在
マ
ル学
同
が
溜
って
い
る
)
に

対
抗
す
る
も
の
で、
い
か
に
マル
学
同

の全
学
迎
私
物
化
が
事
実
で
も
、
客
観

的
には
歪
自
速
と
変
ら
な
い
分
裂
行
動

であ
り
、
秋
の闘
争
は
各
地
万
学
連
の

強
化
に
よ
って
組
織
的
保
障
を
は
か
る

べ
きだ
、
と
す
る
社
学
同
と
の
対
立
が

表
面
化
し
た
も
の
。
こ
れ
に
は
、
こ
の

会
議
に先
立
つ七
月
九
日
に
行
な
わ
れ

た
東
京
都
学
連
第
十
玉
回
大
会
が
社
学

同
の
み
の
参
加
し
か
な
く
、
正
式
の
大

会
と
は
認
め
が
た
い
の
で
、
各
地
方
学

連
の
強
化
は
慕
実
上
社
学
同
の
強
化
を

窟
味
し
て
セ
ク
ト
を
出
し
て
き
た
も
の

だ
、
と
す
る
社
青
同
の
暗
黙
の
主
張
が

裏
に
あ
って
の
争
い
な
の
で
両
派
の
お

り
あ
い
が
な
か
な
か
つ
か
ず
、
以
後
、

鯖
二
日
、
第
三
日
と
も
こ
の
点
に
関
し

て
の
討
瞼
は
聯
実
上
水
か
け
論
に
終
始

し
て
し
ま
つ
た
。

第
二
日
目
は
会
場
を
明
治
大学
に移

し
て
午
後
二
時
過
か
ら行
な
わ
れ
た

こ
の
陽
は
最
初
社
胃
同系
の自
治
会

代
表
者
の
不
疹
加
のま
ま
、
情
勢
分

析
を
の酎
論
が社
学
同
、
構
改
派
に

よ
っ
て行
な
われ
て、
前
日
同
様
活

発
な
意見
の
交
換
が
あ
った
。
し
か

し
、会
議
の展
望
が箭
日
の討
論
で

す
ぐ
にな
く
な
っ
てい
た
た
め
か
、

秋
の闘
争
に関
す
る
貝
体
的
な
方
剣

は
何
も
出
せな
か
った
。
四
時
過
、

社
青
同
の
諸
君
が
入
場
、
直
ち
に
運

営
校
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
こ
こ
で

は
翌
日か
ら
の
全
学
連
大
会
に
関
す

る
、
こ
の
会
議
と
し
て
の
篭

を
、

一、
全
代
議
無
条
件
参
加
、
二
、
十

七
～
十
八
回
大
会
は
紹
め
な
い
、
三

十
天回
大
会
の
形
式
的
な
召
集権
を

認
め
る
。
四
、
各
地
方
か
ら
選
出
さ

れ
た
審
査
貴
に
よ
る
資
格
審
査
を行

な
う
、
の
四
点
にま
と
め
て
行
なう

旨
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し、
ζ
の
四

点
の
発
表
の
際
、
「満場
一致
」
で

あ
る
と
い
う
発
表
が
あ
った
た
め
社

青
同
の
諸
君
か
ら
反対
の意
志
衷
示

が
あ
り
、壇
上
でも
みあ
う
一幕
が

あ
っ
た
が
、結
局
そ
のま
ま
解
散
と

な
っ
た
。
こ
のあ
と
、
記
者
会
見
が

八
月
に

社
学
同
全
国
大
会

七
月
十
四
日
、
全
国
自
治
会
代
表
者
会

議
が
分
裂
の
ま
ま
幕
を
閉
じ
た
後
、
会

場
(中
野
区
公
会
堂
)
に
残
っ
た
社
学

同
系
の
学
生
約
白
五
十
人
に
よ
っ
て
社

学
同
全
国
化
に
関
す
る
準
備
会
が
も
た

れ
た
。

こ
の
準
備
会
は
大
管
法
、
憲
法
改
葱

な
ど
大
き
な
権
力
の
反
勒
化
に
そ
な

え
て
、
現
在
ま
で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ

た
社
会
主
義
学
生
同
盟
の
再
結
集
を

は
か
り
、
こ
れ
に
対
拠
し
よ
う
と
す

る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
三
日
聞
に
渡
って
開
催
全

白
代
が
討
諭
の
上
で
は
社
学
同
が
イ

ニシ
ア
を
と
って
は
き
た
も
の
の
、

組
織
の
弱
さ
が
大
き
な
欠
陥
と
な
っ

てい
る
と
の
意
識
か
な
り
ひ
ろ
ま
っ

て
き
た
事
情
が
反
映
し
た
も
の
ら
し

い
。具
体
的
に
は
八
月
中
に
全
国
大

会
を
行
な
う
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ

約
二時
閥
の
討
論
の
後
、
八
時
半
散

会
し
た
。

し
か
し
、
社
学
同
内
部
で
も
、
東
京
と

京
都
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
に
お
け
る

差
這
が
ま
だ
ま
だ
大
き
い
現
在
、
そ
れ

を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
が
今
後
の
大

き
な
聞
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

あ
って
、
前
記
四
点
が
全
学
連
代
議

員
二
四
八
人
の
名
で
発表
され
た
。

第
三
日
日
は
全
学
迷
大会
第
}日日
に

当
る
た
め
、
こ
の
全
ー-代
と
し
て
態
度

決
定
を
せま
ら
れ
、
午
前
九
時
か
ら
東

大
構
内
ア
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
で
申
執
と

の会
見
を
串
し
込
み
、
既
に
決
定
さ
れ

て
いた
四
点
に
関
し
て
交
渉
し
よ
う
と

し
た
が
拍
台
さ
れ
、
つ
い
に
念
宇
漣
大

会
参
加
を
断
念
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

京
都
府
学
趣
に
つ
い
て
き
た
一、
二
回

生
な
ど
は
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

り

饒
霧
麗
嚢
鰭
篁

会
場
は
中
野
区
公
会掌
に移
さ
れ
、
四
[

百
人
の
自
襲
袋

謂
藁

め
て
主
E

大
管
法
、
憲
法闘
争
に関
す
る
任
務
・

方
釧
の点
で酎
論
が
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
日
は、
前
二
日
のよ
う
な
混
乱
も
な

ロ

ロ

く
そ
れ
ぞれ
の窟
見
を
述
べ
た
が
、
憲

法
闘
争
のイ
メ
ー
ジ
な
ど
で
、
各
派
聞

に
相
当
の開
き
が
あ
る
こ
と
が
表
明
さ

れ
た
。
〃共
闘
会
議
"
に
つ
い
て
は
つ

い
に結
論
が
出
せ
ず
、
運
営
委
員
会
で

も
、
京
都
府
学
速
な
ど
の
主
張
す
る
各

地
方
学
述
強
化
の
線
が
い
ち
お
う
紀
論

と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
の
、
杜
青

同
な
ど
の
反
対
は
依
然
と
し
て
強
か
っ

た
。
し
か
も
、
こ
の
運
営
蚕
決
定
発
表

の
際
に
再
び
混
乱
が
生
じ
、
つ
い
に
は

〃防
衛
隊
"
の
登
場
と
な
っ
て
、
三
日

間
の
全
国
自
治
会
代
衰
者
会
麟
は
事
冥

上
何
ら
の
展
理
を
も
た
ず
に
終
わ
っ
て

し
ま
った
。

ど
が
中
執
派
と
し
て
独
自
に
米
ソ
核

輿
験
反
対
闘
争
、
選
挙
闘
争
を
組
み

得
な
か
った
こ
と
の
反
省
を
求
め
る

嚢
dが
あ
った
。

Fそ
の後
、
埼
玉
大
、
名
古
麗
大
、
九
州

大
教
養
、
盲尖
な
ど
が
次

と々
前
日
ま

で
に
行
な
った
地
方
報
告
の
総
括
と
臼

己
批
判
を
再
度
臼
己
批
判
し
た
。

一
　

ー

愚

、
前
・
か
畠

き

四
日

続
い
て
根
本
蓄
{
長
が

く
く

当
面
の
行
動
方
針
を
述
べ

た
の
ち
、
情
勢
任
務
方
針
の
討
論
を行

な
い
、
中
執
提
案
を
賛
成
二
百
十
一で

可決
し
た
。次
い
で国
際
部
、
教
対
部

財
政
部
など
の報
告
があ
り
、
中
執
選

出
を
行
な
い大
会
を
終
了
し
た
。

巌
面
の行
動
方
針
と
し
て
は
、
次
の

三
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

①
圓
際
反
戦
イ
ン
タ
ー
学
生
派
遣
の

資
金
カ
ン
パ
②
名
宙
屋
公
聴
会
阻
止

闘
攣
③
九
月
一～
二
日
に
大
管
法
紛

砕
金
剛
共
闘
会
議
を
開
く
。

情
勢
任
務
方
針
は
最
終
的
に
次
の
三
点

に
整
理
さ
れ
た
。

①
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
る
原
水
禁
世
界

大
会
を
紛
砕
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ソ

巡
核
実
験
反
対
闘
勢
、
日本
原
水協
を

紛
砕
し
て
い
く
。
②
慧
法
闘鍛
で
は
選

挙劇
般
で
三分
の
一護
窟
論
のギ
マン

}性
を
あ
ば
い
て
きた
が、
それ
を
延
長

し
て
、議
会
で
は附
止
でき
な
い
こ
と

を
明
らか
にし
つ
つ公
聴
会
を
限
止
す

る
。③
大
管
法
改
悪
は
、
ブ
ル
ジ
ョア

ジ
ー
の学
生
弾
圧
であ
る
。
原
水
協
を

内
部
か
ら
改
更
し
大
管
法
を
学
問
の
自

治
に
す
り
か
え
よ
う
と
す
る
社
学
同
な

ど
は
、
大
管
法
反
対
の
反
対
勢
力
で
あ

る
こ
と
を
あ
ぱ
い
て
い
く
。

中
執
選
出
の
結
果
三
役
は
金
員
留
任
と

な
った
。

委
員
長
廿
根
本
仁
(北
学
さ

副
蚕
員

長
髄
高
木
徹
(九
大
》
小
野
正
春
(早

大
)
書
配
長
握
小
野
田
饗
ニ
へ埼玉

大
)

○
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分
派
抗
争
の
弱
点
つ

暴
露
さ
れ
た
公
聴
会
の
本
質

争

憲
法
改
悪
勢
力
が
、
改
悪
への
足
が
か
り
と
し
て
昨
年
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て

闘

・行
って
き
て
い
る
憲
法
調
査
会
の
東
海
地
区
公
聴
会
は
、
虫
る
二
十
岬日
、
名

止

古
星
叩昭
和
区
簑
苛
にあ
る
同
市
公
婁

四
階
第
+
三
集
会
宰
で
行
な
わ
れ

阻

た
・
こ
の
日
、
〃建
調
査
会
邊
が
の
立
場
か
豊
華
の
労
働
者
雲

む
全

ム竃

国各
大学
の学
生約
四百
五十
人
が
公
聴
会
阻
虎
の
た
め
に
名
古
屋
市
公
会
堂

聴

に
集
ま
った
が、
警
察
側
も
千
人
の
警
官
隊
を
く
り
だ
し
て
公
会
堂
内
外
を
う

ψ
め
つ
く
し
、
さ
ら
に
先
に行
な
われ
た第
十
λ回
全
学
連
分
裂
大
会
の
あ
お
り

公

を
く
っ
て
学
生
側
の
計学
同
、
マ
ル学
同
、
社
青
同
、
民
青
が
全
く
別
々
の
行

屋

動
を
と
っ
た
た
め
、
学
生
側
は警
察
側
の弾
圧
に
、
環
傷
者
三
人
を
含
む
十
九

古

人
の
蕩

者
お
よ
び
三
人
の
逮塑
薯
だ
髪
。

(大
)

名
古 は会屋 名堂 公

で
も
脊数
の
公園
であ
る
鶴
諏
公
園
の

中
に
あ
る
。
記者
は
鶴
舞
公
園
を
通
っ

て
公会
堂
の正
面
に
ま
わ
って
み
て
驚

い
た
。予
想
はし
て
いた
も
の
の
、
公

公会堂酌でデモ隊と警冒隊は激しく衝突

聴
会
を
開
く
た
め
に
ま
さ
か
現
笑
に
見

て
い
るほ
ど
多
く
の
警
富
が
出
動
さ
れ

ると
は思
って
い
な
か
った
か
ら
で
あ

一る
。十
数
台
にわ
た
る
ト
ラ
ック
や
バ

ス
が
ひ
っき
り
な
し
に
ヘル
メ
ット
姿

の警
官
隊
を
運
ん
で
く
る
。
そ
し
て
そ

の
合
い間
を
ぬ
って
パト
カ
ー
が
せ
わ

し
げ
に走
り
ま
わ
る
。
記
者
の
見
た
と

こ
ろ
公会
堂
に運
ば
れ
て
き
た
警
官
は

制
服
私
服を
合
せ
て
優
に
千
人
を
こ
え

て
い
た
の
では
な
いだ
ろ
う
か
。
警
宮

隊
の約
半
数
は
つぎ
つき
と
公
会
堂
の

申
に消
え
て
いく
。
お
そ
ち
く
公
聴
会

の開
かれ
る
四階
第
十
三
集
会
室
に
畳

る通
路
を
す
べ
て警
官
隊
て
う
め
つ
く

す
つ
も
りな
のだ
ろ
う
。
公
会
堂
の
外

部

44子
は
ど
う
か
。
公
会
堂
の
正
面

入
口
は約
百
人
の
警
富
隊
で
、
ま
た
そ

一の
他
の
入
口と
いう
入
口
は
、
四
十
人

く
ら
いず
つ
の驚
官
隊
で
固
め
ら
れ
、

公
会
堂
の脇
に
はさ
ら
に何
個
小
隊
か

の
警
官
隊
が待
機
し
て
い
る
。
記
者
は

背
に
無線
戴謡
を
せ
お
った
驚
官
を
見

れ
だ
け
の
警
冶
隊
を
く
り
だ
し
て
ま
で
一る
人
々
に
改
懸
反対
女
持
を
呼
び
か
け

開
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

て
いる
。

く

こ
こに
憲
法
公
聴
会
の
本
質
は
い
み
じ

九
時
す
ぎ
、
集
会
を
終
わ
った
荊
冴

く
も
暴
露
さ
れ
て
い
る
と
い
って
よ
い
同
は
公
会
常
の周
開
を
抗
扇
デ
モ
し
始

であ
ろ
う
。

め
た
。
名
大
教
養
部
の学
生
を
中
心
と

八
時
碗

市
電
通
り
の
方
か
ら
〃改
す
る
民
考
系
の学
生
約
五
十
入
も
公
園

憲
反
対
"
の
か
け
声
と
と
も
に
社
冴
同
内
で
集
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
時
、

て
、
公
会
堂
前
が
戦
場
で
あ
る
か
の
よ
の
労
働
者
、
学
生
な
ど
約
白
五
十
人
の
突
然
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
な
ど
か
ら

う
な
錯
覚
を
お
こ
し
そ
う
で
あ
った
.
デ
モ
隊
が
公
会
常
前
に
到
着
。
そ
の
ま
築
ま
っ
た
社
学
同
の
学
生
約
五
十
人
が

な
に
ゆ
え
に
憲
法
公
聴
会
を
、
こ
の
バ
ま
鶴
輝
公
園
に
入
って
公
聴
会
抗
議
集
正
面
入
口
に
さ
し
か
か
った
か
と
思
う

鋒
蔀
鰯
耀
い墾
[駿
欄黙
卸誘
欝
翻
慕
縫
灘
叡
駕
鐸
樋

が
学
翫
と
警
h
の
最
初
の
衝
突
で
あ

る
。
し
か
し学
ル
は簡
中
に押
し
返
さ

れ
た
。
社学
同
は、
過去
の
公聴
会
阻

臣
闘
争
と同
様
、
こ
の
H
の闘
争
で
も

〃公
聴
余
の
開
催
を
不
能
に
陥
い
れ

る
"
ご
と
湧目
標
に、
で
き
れ
ば
会
場

に
人
る
こ
と
ま
でも
提
起
し
て
い
た
。

し
か
し
、客
観
的
力
関
係
の
現
状
は
、

闇
り
か
にそ
の
こと
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
小
し
て
いた
。
そ
れ
だ
け
に
学

生
た
ち
の行
動
は
激
烈
准
きわ
め
、
ま

一た
悲槍
で
もあ
,た
。

惨
事
引
起
し
た
警
官
隊

こ
の
日
の公
会
堂
は
憲
法
公
聴
会
と

遣族
慰安
会
が
廻
な
った
た
め
、
公
聴

会
の
入
口は
公
会
堂
の
西
北
の
入
口
に

定
め
ら
れ
て
いた
。制
胃
同
が
こ
の
バ

ロ
に
抗
議デ
モを
か
け
再
び
正
画
に
ま

一わ
り
か
け
た
と
ころ
、
社
冴
同
に
つ
づ

い
て
ジグ
ザ
グ
デ
モ
で進
ん
で
き
た
社

一学
同
が
こ
の
入
口を
固
め
る
約
四
十
人

の
警
官
隊
に衝
突
、
一度
押
し
返
さ
れ

た
が
惨聯
は
こ
の阻
後
にお
こ
った
。

ス
ク
ラ
ム
を組
み
なお
した
学
佳
は
再

び
警
官
隊
と激
突
、
そ
の
と
き
最
初
の

衝
突
を
聞
い
て応
援
にき
た
約
三
十
人

の
警
官
隊
が、
入
口を
固
め
た
警
官
隊

と
も
み合
っ
て
いる
学
生
の横
側
か
ら

学
崖
に突
込
んだ
た
め
、
そ
の
圧
力
で

脇
の
金
網
がた
お
れ
、
も
み
合
って
い

た
学
生
と警
冨約
三
十
人
が
約
四
μ川下

の
地
下路
に
転落
、
一瞬
に
し
て
学

生
、警
官
に数
人
の重
傷
者
を
含
む
四

十余
人
に
わ
た
る負
砺
者
を
出
し
た
の

で
あ
る
。学
生、
警
官
が
転
落
し
た
瞬

間
、
残
っ
た警
宮、
学
生
も
一瞬
息
を

の
む
。
誰
か
ら
とも
な
く
〃急
救
車
を

よ
べ
"
と
い
う
声
が
でる
。
転
落
し
た

地
下
路
で
は
、
壬
に
な
った
人
た
ち
は

比
較
的
元
気
そ
う
だ
が
、
そ
の
人
た
ち

が
のく
にし
た
が
って
、
下
か
ら
血
と

苦
痛
の表
情
が
いた
い
た
し
く
表
わ
れ

る
。あ
た
り
に急
救
車
の
サ
イ
レ
ン
が

響
き
、負
傷
者
は次
々
にす
ぐ
近
く
の

名
大
付
属
病
院
に運
ば
れ
て
ゆ
く
。
す

べ
て
が
一瞬
の
でき
幽
だ
った
が
、
こ

の惨
肇
も
、
学
生
の横
か
ら
突
込
ん
だ

驚
9
隊
にも
う
少
し
の思
慮
が
あ
れ
ば

起
ら
な
か
・2た
の
では
な
い
だ
ろ
う

か
。
と
にか
く
こ
の惨
壌
で、
学
札
と

警
官
隊
の問
の空
気
は
尖
鋭
化
し
た
.

一力
、
社
学
同
は
約
三分
の
一の
学
欠

を失
なろ
こと
にな
った
。
九
時
半
で

あ
る
。

九
時
四十
分
、
惨
事
を
聞
ド
ご
、
社

青
同
も
この
入
口に
結
集
し
た
。
祁
学

同
は
警
官
隊
に
この
惨
事
に
対
し
て
抗

議
の意
を
表
わ
し
た
後
、
体
制
を
整
え

るた
め
こ
の
入
口
を
離
れ
た
。
こ
の

時
、
公
会
堂
の裏
にあ
る
市
バ
ス
通
り

か
ら
よう
や
く
、東
京
お
よ
び
愛
知
県

学
連
の学
鈍
を
主
とす
る
マル
学
同
の

学
生約
二
白
人
が到
着
。
そ
のま
ま
社

青
同
の
学
生
とと
も
に公
聴
会
の
入
口

に爽
込
む
。
しか
し、
応
援
を
加
え
た

警
官
隊
約
二
白人
に押
し
返
さ
れ
た
。

マ
ル学
岡
の学
餓
は
こ
の
日、
公
会
堂

【の
近
く
に
あ
る名
美

で
八時
か
ら
公

聴
会
抗
議
集会
を開
い
て
いた
も
の。

こ
の
公
職
余
に
出
席
す
る
公
述
入
を

説
得
、
公会
盤
の中
に人
る
こと
を
胆

且
す
る
作戦
に
でた
。
マル
学
同
は
東

北
の
人
口
てす
わ
り
こん
で
いる
。
し

か
し
、
こ
う
い
.つ状
態
も
辰く
は
続
か

な
か
っ
た
。
公
余堂
の申
では
十
時
十

皿筑
分
公
聴
会
は
開
始
さ
れた
か
ら
であ

一る
。
阻
"
す
る
ゐ法
は
人
口
の強
行
突

破
し
か
な
い
。
学
4
は動
き出
した
。

学
生
と
瞥官
隊
と
の衝
突
は、
今
後
一警
冨
も
d
向
人
口
に
魏

さ
れ
る
。村

ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
。裏
11
の突
破
【学
同
は
少
人
数
ナ、が
ら
介員

一団
と

は
不
可
能
と
み
た学
外
側
は、
公
会
堂
}な
って
瞥
窪
隊
の
中
に
空
込
ん
て
ゆ

の
く
房

霰

し
く
ジ
孝
グ
デ
モし
マ
・
マ
ル
両
む
7
青

筒

か
ら

「鞭
騰
叢
薮
鉾
嘱

た
十
時
すぎ
斜学
同約
四十
へ
の学
生

は
止
胸
入
口
に
すわ
り
込
八だ
。利
肖

・嗣
は
公
聴
会
入
口
に
ビ
かを
は
,
て、

警
官
隊
に
突
入
「
る
。
だ
が
警㌫
隊
は

学
生
に
倒
画
か
ら
襲
い
か
か
っ
てゴ
ホ

ー
抜
き
に
し
、
学
6
は
徳
突
す
る
兀び

一に
=
、
一.天

ず
つ

検
拓
弘
.㌧れ

て

い
つ

た
。
制
肖
同
の
学
生
も
二
れ
に
加
わ
っ

て
い
た
が
、概
し
て労
働
者
と
行
動
を

と
も
に
し
て抗
議
デ
モの
段
階
を
越
え

え
な
か
った
よ
う
だ
。
こ
う
い
う
字
生

と驚
官
隊
と
の衝
突
は
約
一時
閥
も
く

恋

莚

であ
ろ
・
か
.
そ
綻

民肖
の学
生
は
公会
蛍
前
の
芝
d
の
上

に
す
わ
っ
て彼
ら
が
いう
と
こ
ろ
の

〃ト
ロ
ッキ
スト
に
よ
る
極
ゐ
戦
術
"

を傍
観
し
て
いた
の
で
あ
る
。
こ
う
い

う学
生
運動
戦
線
の分
派
に
よ
る
行
動

は
、
機動
隊ゆ
隊
長
の
〃容
赦
な
く
逮

【捕
せ
よ
"
と
いう
叫び
声
が
象
徴
す

る
、警
察
棚
の弾
圧
と
相
ま
って
、
公

聴
会
阻舜
闘
争
に大
きな
打
撃
を
与
え
認脚

た
噴
実
は
否
疋
で
き
な
い
だ
う
ろ
。

公
会
堂
の中
で
は、
予
定
通
り
公
聴
会

は
行
わ
れ
て
い
る
。警
冨隊
は
次

新々

写
が
交
替す
る
。
こう
いう
状
況
では

一マ
ル
簡

、社
高

笏
論
の
こと
さ

一す
が
の
社
単
同
ら
強
行突
破
と
いう
万

釧
巻
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。記

者
は
こ
の
間
を利
用
し
ご
、
公聴

会
の
傍
聴
券
昂
手
に
人
れ
憤会
軍
の申

に
人
って
み
た
。
入
口
か
ら
四
階
の
公

聴
会
会
場
ま
で
は
r
想
通
り警
冨
隊
て

一杯
。
会
場
の
隣
室
は
警
察
側
の伯
戦

室
。
会
場
に
は
一千
枚
に
近
い
傍
聴券

挙
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
『栃
聴
人
は

四
卜
凡
≦
b
い
し
か
お
ら
了
報
旧
関係

擁
を
人
れ
て
む
日人
.、ら
い
の
ら
の
。

名古屋公聴会負傷者への

カンパのお願い
(同学会中央執行委員会)

憲法改定を着々として進めようとして
いる肖民党政府は、中立的ポースで徹だ、
調査会の公聴会を各地で開き、改患ムー
トをあおりたてています。
7月21日 の名古屋公聴会は、新らし

く成立した池田新内閣への戦いのでr目と
しても亟要視し、全国各大学から代表が
派1図されて抗識行動が持たれましたが、
周知の通り、官憲のきわめてiC姿勢の弾
圧によつて、数十名の学友が負傷し、い
まなお数名が入院しています。
きわめて多額の治療費を要しますの

で官憲への抗議の意もふくめて、各地で
カンパされることをお願いします。

 

会
場
の
ド
ア
を
あ
け
る
たび
に
公会
堂

の
外
か
ら
聞
え
て
く
る掌
生
の
ソ
ユ
ブ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
公述
人
の話
が
聞
き
と

り
に
く
い
。蹴
噴
は全
く
形
式
的
な
も

の
で
、
こ
ん
な
調子
て国
民
の
糠
法
改

定
に
対
す
る
声
が聞
け
る
は
ず
が
な
い

}と
い
う
印
象を
う
け
た
。
この
後
、
一

一時
壌

11側
はね
学
同
が
こ
の口
の
驚

[鴇
の
暴力
に
机
議
し
て愛
知
界
片
ヘ
デ

　七
な
か
け
、
マ
ル学
同
は
名
∫入
へ
ひ

き
」
げ
、
れ
ん
同
と民
,"
は糾
、
軌
両

鈍
の
ヤ
俄
一、上
時
か
ら近
く
の労
働
会

飾
て
行
わ
仙
る
「諏
法
を
」
る愛
知
県

集
会
}
に
参加
し
て
こ
の
h
の
い、聴
会

限
11闘
偽
ー/
肖玩
の
艇
U
浄
つけ
た
。

」

マ
ル

同
社

学

同
学

生

を
監

禁

自
己
批
判
を
暴
力
で
強
要

公
聴
会
阻
d
闘
争
に
参加
す
る
た
め
東

京
、
京
都
か
ら
名
古
屋
に来
て
い
た相

学 園 評 論
ll柵剛槻1開lll腿巳曇8鱒細1

地
方
学
連
毎

の
闘
争
を

指
導
力
喪
失
の
全
学
連
中
央

網

第
十
九
回
の
『全
学
連
定
期
全
国
大

会
』
は
、
そ
の
成
立
の
当
否
す
ら
疑
問

を
残
し
た
ま
ま
で
マ
ル
学
向
派
単
独
大

会
の
形
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
一

方
浅
マル
学
同
に
よ
る
全
学
連
ひ
き
ま

わ
し
に
反
対
す
る
社
学
同
、
構
造
改
良

派
、
社
費
同
の
学
生
ら
は
学
生
運動
の

再
統
一を
め
さ
し
て
、
大
会
に
先
立
ち

集
会
を
も
っ
て
謡
し
合
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
運
動
形
態
な
ど
さ
ま
さ
ま
な

意
見
の
く
い
ち
が
い
か
ら
、
少
な
く
と

も
表
面
上
は
何
ら
進
展
を
み
せ
ず
に
決

裂
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。廓
態
はも

は
や
〃行
動
上
で
の
統
一"
をう
ん
ぬ

ん
す
る
こ
と
や
、
原
理
的
に
統
一を叫

ぶ
こ
と
自
体
が
空
虚
で
あ
る
か
に
み
え

る
.し

か
し
、
経
団
連
の
要
請
や
池
田首

相
の
記
者
会
見
に
お
け
る
発
言
に
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学
管
理
制
度
改
憩

や
新
政
暴
法
の
具
体
化
は
目
前
に
せ
ま

って
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
弾
圧
立

法
に
支
え
ら
れ
た
姿
勢
か
ら
改
憲
のプ

ラ
ン
を
打
ち
出
し
て
く
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で

は学
生大
衆
の
全
国
的
統
一を
含
む
反

体
制
勢
力
の結
集
が
、
ま
す
ま
す
急
務

と
な
っ
て
き
て
いる
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
く情
勢
が
こ
の

よ
う
で
あ
る
と
き
、
全国
学
焦
の大
衆

組
織
で
あ
る
べ
き
全
学連
の申
央
が
マ

ル
学
同
の
手
中
に
私物
化
さ
れ
て
いる

実
状
、
お
よ
び
彼
ら
の
最
近
の行
動
に

つ
い
で
、
き
わ
め
て
遺
憾
だ
と思
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
全牽
連
と
いろ
大衆
組

織
の
中
に
彼
ら
の
イ
テ
オ
ロ
ギ
ーを
な

ま
の
ま
ま
で
持
ち
こ
み
、
運
動
課
題
と

し
て
は
現
状
に
何
ら
マ
ッ
チ
し
な
い
反

戦
闘
争
を
対
置
し
て
く
る
や
り
方
は
学

生
人
衆
の
間
に
支
持
を
欠
い
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
に
な
って
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
(あ
る
いは
そ
れ
ゆ
え
に
)

大
衆
組織
に
お
い
て最
少
限
必
農
な
民

主
的討
喰
の場
を
保
障す
る
こ
と
す
ら

な
さ
ず
、
理
論的
に
一致
しな
い部
分

は
一方
的
に
排
除
し
、
そ
の際
、
暴
力

を
用
い
る
こ
と
さ
え
意
に介
さ
な
い。

今
度
の
大
会
に
お
い
て
も
、単
に取

材
の
た
め
入
場
し
た本
紙
二人
の編
集

員
が
ほ
と
ん
ど
問
答
無
用
の
まま
た
だ

主
張
が
ち
が
う
と
い
う
だ
け
で
、集
団

的
に
な
ぐ
る
、
け
る
の
暴
行
を
彼
ら
か

ら
受
け
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
事
態

は
、
そ
の
直
後
の
名
古
麗
公
聴
会
阻
止

闘
争
の
際
に
も
現
出
し
て
い
る
。
戦
術

A轟藤の
席
で
京
都
府
学
連
な
ど
社学
同

系
学
生
に
対
し
、
十
二
時
聞
に
も
お
よ

ぷ
軟
禁
状
態
の
中
で
暴
灯
を
ふ
る
う
な

ど
し
て
『自
己
批
判
』
を
求
め
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よう
な暴
力
的
強
制
に
も

と
ず
い
た
『臼
己批
判
』
が
実
際
的
に

何
の
意
味
も
持
た
ぬ
こと
は
明白
であ

り
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
た
だ
マル
学
同

が
そ
の
実
体
の
空
虚
さ
を
暴露
した
に

す
ぎ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な暴
挙
に出

た
マ
ル
学
同
の
諸
君
に
対
し
て深
い反

省
を
促
が
し
、
謝
罪
を
要求
す
るも
の

で
あ
る
。

…
:
三
…
…

今
回
の
『全
学
連
大
会
』
が
そ
の
経

過
や
代
議
員
の
数
、
各
人
の
代
議
員
権

の
問
題
で
、
大
会
成
立
の
当
否
が
一つ

の
疑
問
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
が

事
実
上
『全
学
連
中
皿へ』
が
指
導
力
を

全
く
喪
失
し
て
い
る
と
い
う
点
こ
そが

本
質的
問
閥点
な
の
で
あ
る
。
われ
わ

れ
は
、
当
面
す
る
大
学
管
理制
度
改
患

問
題
、
憲
法
改
悪
問
魑
に対
し
て、
こ

の
よ
う
な
園
難
な
状
況
の
ま
ま
でと
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。も

は
や
全
學
連
中
央
が
現
実
的
に有
効
な

方
針
で
学
生
燭
を広
く
組織
指導
し
え

ぬ
以
上
、
当
面
の
運動
形
態
を
わ
れ
わ

れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ

ち
、
で
き
る
か
ぎ
り
相
万
の
連
絡
を密

に
レ
つ
つ
、
各
地
方
学
連
乙
と
に
闘
争

を
組
織
し
て
い
く
と
い
う
形
態
で
あ
る

ま
ず
全
国
的
統
一を
と
い
ろ
こ
と
が
不

可
能
に
な
った
以
上
、
具
体
的
な
闘
争

の
申
で
有
効
な
方
針
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
統
一
の
イ
メ
ー
シ
を
も
つ
か
ん
で
い

く
以
外
に
方
法
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

学
同
の
学
門
約
、配
人
が
、
こ
れ
も
東

京
か
ら
束
て
い
た
"、η
学
同
の
㌣
牛
約

七
十
べ
に
約
十
時
聞
も
監
禁
さ
れ
る
と

い
う
鄭
桝
が
名
古
屋
公
聴
会
の
前
日

(二
十
円
)
に
お
こ
っ
た
。

こ
の
日
、
公
聴
会
阻
止
愛
知
県
学
連決

起
集
会
が
愛
知
入
名
古
屋
分
校
で
一時

か
ら
行
わ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
招
請
状

も
き
て
い
た
の
で
佐
竹
都
学
連
委
員
長

[
(東
大
)
新
開
京
大
同
学
会
委
員
長
、

茂
田
同
雷
記
長
ら
社
学
同
の
学
生
約
十

五
人
が
そ
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
と
こ

琴

後
か
ら
根
本
睾

櫨餐

長
ら
東

【京
か
粟

た
望

丈

の
マ
ル
学
同
の
[

へ駅人
)
福
冨
へ同
志
報
人
)
ら
の
各

君
を
一尺
ず
つ
壇
1
に
ひ

ば
り
」
げ

三
派
連
合
、
原
水
禁
人
会
、
反
戦
闘
争

の
各
問
題
点
に
お
い
て
目
.し批
判
序
強

蟹
、
抽
否
3,
る
と
な
く
ろ
、
け
る
の
暴

行
を
働
ご、
以
後
令
嗣
一既
獄く
よ
て

こ
メ
鳳
状
熊
が
つ
つ
い
た
。
し
か
し
、
一

マ
ル
字
同
争
佳
の
弔
、蟻る
暴力
に、
社

学
同
の
字
生
も
遂
に
"、ル
∵
岡
に双
協

を
よぎ
な
く
さ
れ
、
守
前
一時、
会
場

の
愛
知
人
名
古
犀
分
枚
て
の
瓢
林劣

と

か
れ
た
。

し
かし
、
マル
学
同
の
理
論
闘
争
准
ぬ

き
に
し
た
、
暴
刀
に
、砥る
利
学
同
粉
砕

は
や
は
の
批
判
さ
れ
る
へき
だ
ろ
う
。

府

学

連

が

記

者

会

見

抗
議
声
明

を
発
表

京
都
府
学
連
は
、
二
十
三
日、
た
び

弔
な
る
富
憲
の
弾
圧
に
対
し
て強
く
抗

議
し
、
特
に
、
先
の
名
古
屋
公聴
会
に

お
け
る
警
官
の
暴力
に
対
し
て、
愛
知

県
警
大
部
最
を
魯
発
す
る
こと
に決

定
、
同
日
、
学
内
記
者
ク
ジブ
で
、
.戸

明
又
漁
厘表
、
記者
会
見
を
行
な
っ

た
。
抜
安
条
令
布
倍
後
、
警
官
の
暴
力

は
烈
し
)、蔚
増
し
、
憲
法
改
悪
阻
止
闘

争
て
は
、
多
数
の
負
傷
者
と
検
淋.　
昂・

出
し
て
お
り
、
特
に
二
十
二
凹
の
名
占

屋
公
聴
へ.阻
丘
闘
争
に
お
い
て
は
府
叫、

近
た
け
一
も
、
贋
体
三
、
重
傷
二
そ
の

他
闘
〃亘
に
出
か
け
た
者
殆
ん
ど
が
負
栃

す
る
と
い
う
弾
圧
を
受
け
て
い
る
の

で
、
'あ

ま
に
踏
み
切
っ
た
も
の
。

費
川
は
帰
郷
活
動
惣
を
通
じ
て
の
吻
ン

パ
で
壷.ハか
な
つチ
定
で
あ
る
。
な
お
席

⊥
、
府
噂.r
代
表
白は
、
報
、
関
係
の

虜
実
,、、認
の
甚
し
さ
と
、
学
生
運
動
を

大
衆
述
鋤
と
兄
て
い
な
い
こ
と
を
強
調

し
、
π
確
な
報
道
を
要
求
し
た
。

東南ア研準備委

対策協議会と会見

タ
ー
設
Ψ
準
備
委
員
会

と
同
問
題
対
策
協
議
会

の
第
皿回
余
兄
は
七
月

十
六
R
..一時
か
ら
開
か

れ
儲
備
委
員
会
側
か
ら

は
奥
田
委
段
長
(醗
学

部
教
授
)
協
繍
会
側
か

ら
は
大
学
院
月
協
議
会

講;

ア

雛夢

らか
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学
生
お
よ
び
地
一ルマ
ル
学
同
の
学
生
合
}同
学
会
の
代
表
な
ど
約
十
人
が
出
席
し

せ
て
約
七
千
人
が
押
し
か
け
、
公
聴
会
た
。

阻
止
の
結
起
集
会
を
社
学
同
粉
砕
結
起
奥
田
委
員
長
は
「準
備
委
員
長
と
し
て

集
会
に
き
り
か
え
、
年
後
七
時
乙
う
か
で
は
な
く
、
私
個
人
と
し
て
の
話
し
合

ら
マル
学
同
の
根
本
、
増
永
君
ら
が
申

いと
い
う
こ
と
に
し
て
い
た
だ
き
た

心
に
、
佐
竹
、
新
開
、
茂
田
、
吉
野

い
」と
前
置
き
して
、
次
の
諸
点
を
明

準
備
委
員
余
の
惟
質
は
地
城
研
究
な

ど
の
界
体
的
な
ソ
ラ
ン
を
杵
る
も
の

で
は
な
く
研
究
一般
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
看
作
り
運
僧
委
員
会
へ
引
き
つ
ぐ

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
研
究
に
際
し

て
は
口凱
。民
ゴ
・公
開
。平
等
互

恵
の
原
則
を
準
備
委
鼠
会
で
穂
謝
し

た
。
次
の
準
備
委
澱
会
は
九
月
ま
で

開
か
な
い
.
研
究
は
東
南
ア
ジ
ア
一

般
に
つ
いて
行
う
も
の
な
の
で
、
フ

ォー
ド
財
団
と
は
別
に
文
部
省
財
界

か
ら
の資
金
援
助
が
あ
れ
ば
と
も
考

え
て
いる
。

一

対策
協
議
会
は
こ
の奥
田
委
段
長
の
発

、口に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
〃東
南

ア
・ンア
一般
に
つ
い
を
の
研
究
"
と
い

う
美
名
の
う
ら
に
地
域
研
究
の
意
図
が

か
く
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
次
の
よ
う

冨
箋

尾

準
備
委
員
会
は
協
鵠
会
が
判
断
し
た

通
り
、
地
域
研
究
の
慰
味
を
公
的
な

も
の
と
す
る
た
め
の
運
営
委
段
会
を

な
る
べく
単
く
発
足
さ
せ
る
た
め
の

ステ
ップ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

運
営
委
員
会
の
設
鷹
を
評
議
会
で
承

認
さ
れる
のを
阻
止
す
る
た
め
に
反

対
運動
を
行
っ。

馬


